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ながの東急百貨店1駅前開店60周年特別企画

-継承と変化-日展工芸美術髙橋貞夫・千國由美親子展

２０２６年４月１７日

株式会社ながの東急百貨店

駅前開店60周年特別企画として、髙橋貞夫・千國由美 親子展を開催します。長年、日展を舞台に

独自の世界を創り上げてきた髙橋貞夫氏と、その背中を追いながらさらなる表現を模索する千國由美

氏。同じ木彫の道を歩みつつも異なる視点で見つめる美の世界。父子それぞれの個性・表現が交差

する親子展を開催します。日展作品をはじめ、小作品から大型作品まで、およそ60点を展覧します。

■概要 タイトル：髙橋貞夫・千國由美 親子展

会 期：４月２３日（木）～ 2９日（水）

※最終日 午後3時閉場

会 場：別館シェルシェ4階 美術サロン、シーズンスペース

（入場無料）

販売商品：作品約６０点を展示販売

作家来場：4 月 23 日(木) ～ 26 日(日) 各日午前11時～午後４時



【プレスリリースに関するお問合せ】
(株）ながの東急百貨店 総務・人事（広報）
TEL 026-226-8543(広報直通)、026-226-8181（代表）

ながの東急百貨店ＵＲＬ
https://www.nagano-tokyu.co.jp/

～継承と変化～

新日本農民美術研究所に第一期生として15才で入所し、23才で木匠安曇野工房を設立。その後、

35才で日展初入選以降「師は樹なり」を心に、木彫りの伝統技術を継承し、独自の世界を創り上げて

きた父 髙橋貞夫氏。その父を師として25才で木彫りの道に入り、42才 日本現代工芸美術展入選、

53才 日展に初出品し初入選。時代の変遷の中でさらなる表現を模索する子 千國由美氏。

父子異なる美の世界が表現された見応えのある作品展。

題名 縦×横(cm) 単価 題名 縦×横(cm) 単価

1 麦月 47x56 180,000 1 孤高の一輪 41x35 180,000

2 コマクサ 51x47 180,000 2 月華を仰ぐ 44x35 150,000

3 わらべ地蔵 52x46 220,000 3 深深 60x91 500,000

4 額  花水木 120x88 800,000 4 育む 110x84 700,000

5 樹輪 180x120 2,500,000 5 露華 163x115 1,500,000

髙橋貞夫 千國由美

主な出品予定作品　　　　　　　　　　　　単位:円(税別)

https://www.nagano-tokyu.co.jp/

